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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

最近の業績動向を踏まえ、平成29年７月25日に公表いたしました業績予想を下記のとおり修正しましたのでお

知らせいたします。 

 

記 

 

 

1. 平成30年３月期第２四半期連結累計期間の業績予想数値の修正（平成29年４月１日～平成29年９月30日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

四半期純利益 

１株当たり 

四半期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 24,400 300 250 100 6.84 

今回修正予想（Ｂ） 24,300 300 450 300 20.51 

増減額（Ｂ－Ａ） △100 － 200 200 － 

増減率（％） △0.4 － 80.0 200.0 － 

（ご参考）前期第２四半期実績 

（平成29年３月期第２四半期） 
23,547 219 △280 △441 △38.86 

 

 

2. 平成30年３月期通期連結業績予想数値の修正（平成29年４月１日～平成30年３月31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 

親会社株主に 

帰属する 

当期純利益 

１株当たり 

当期純利益 

（円 銭） 

前回発表予想（Ａ） 49,700 1,000 900 600 41.01 

今回修正予想（Ｂ） 49,700 1,000 1,100 800 54.68 

増減額（Ｂ－Ａ） － － 200 200 － 

増減率（％） － － 22.2 33.3 － 

（ご参考）前期実績 

（平成29年３月期） 
48,664 998 709 469 36.17 



 

 

3. 修正の理由 

第２四半期連結累計期間の業績につきましては、概ね計画どおり推移しており、売上高及び営業利益につきま

しては前回発表予想値並みとなる見込みです。経常利益及び親会社株主に帰属する四半期純利益については、保

守的に見込んでいた営業外損益において、為替相場が円安となり第２四半期連結累計期間において為替差益を

計上する見込みとなったこと等から、前回発表予想値を上回る見込みとなりました。 

通期の業績につきましては、第２四半期連結累計期間の営業外損益を踏まえて見直した結果、経常利益及び親

会社株主に帰属する当期純利益において、それぞれ200百万円の改善を見込んでおります。 

 

以 上 

 


